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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    

鉄筋コンクリート構造物の維持管理および改修を行う上で、内部の状態を非破壊的な試験法で、簡便かつ正

確に確認できることが重要である。一般に、RC構造物の内部を調査する方法として、電磁誘導法、電磁波レ

ーダーを用いるケースが多い。これらの方法は、主に鉄筋の検出に用いられ、発受信装置を連続的にコンクリ

ート表面に走らせることができるため、簡便で効率の良い調査が可能である。しかし、計測精度を確保するた

めには、電磁波レーダーでコンクリートの比誘電率による補正を、電磁誘導法ではある程度の鉄筋径が既知で

あることが求められる。また、電磁誘導法では重ね継手部で計測誤差が大きくなることも指摘されており 1)、

計測方法の簡便さ、効率と精度を両立することが難しいのが現状である。 

筆者らは、簡便さと精度の両立が可能な RC構造物の非破壊試験法として、超音波横波を用いた調査を実施

し、その有用性を確認した。ただし、既報 2)の調査事例では、壁スラブおよび梁部材を模擬した新設の試験体

を用いていたため、鉄筋位置も把握された状態で試験を行った。また、試験体は普通コンクリートで構成され

ており、材料の違いが測定結果に及ぼす影響は確認できていない。本論では、超音波横波による既設構造物の

調査を想定し、配合が異なる 3 種類のコンクリートで構成され、詳細な配筋が不明な RC 壁試験体（打設後

23年）を用い、鉄筋の検出精度を確認した。 

２．調査の概要２．調査の概要２．調査の概要２．調査の概要    

検証に用いた試験体は、既報 3)の配合を変化させたコンクリートの施工実験で用いた、壁を模擬した厚さ

200mmの RC板である。打設時期は 1995年 1月で、屋外に設置されている。壁試験体の形状（伏図）を図

1、コンクリートの配合を表 1に示す。また、各配合に対応する壁から試験時に採取したコアを用いて行った

圧縮試験結果を表 2に示す。コンクリートは、低発熱 3成分セメント（MBF）を用い、増粘剤を変化させた

ものが 2 種類、普通ポルトランドセメント（OP）を用いたものが 1 種類の合計 3 種類である。なお、MBF

を用いたコンクリートは水セメント比が 35％と小さく、圧縮強度および静弾性係数ともに OP を用いた試験

体（W/C=50％）よりも高い値となった。 

 配筋は、3 種類の壁試験体とも縦横に

D13鉄筋が 200mmピッチでダブル配筋さ

れている。調査は、図 1の赤丸で示す部分

で行い、 超音波トモグラフィ装置で鉄筋                      
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図 1 壁試験体形状 

表 1 コンクリートの配合 3) 

表 2 試験体から採取したコアの圧縮試験結果 

W/C

（%） 水 ｾﾒﾝﾄ 細骨材 粗骨材 種類 （kg/m
3
）

MBF-DP 35 175 500 741 861 DP 1.0

MBF-BP 35 175 500 741 861 BP 0.5

OP-SF 50 185 370 865 861 SF 0.4

※セメントに対する重量比 MBF：低発熱3成分ｾﾒﾝﾄ, OP：普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 
DP：部生物菌体, BP：多糖類ﾎﾟﾘﾏｰ, SF：ｾﾙﾛｰｽ系

配合
単位量（kg/m

3
） 増粘剤

平均 標準偏差 データ数 平均 標準偏差 データ数

MBF-DP 58.5* 6.71 7 27.7 1.04 8

MBF-BP 55.8* 4.67 8 27.3 0.89 8

OP-SF 35.3 2.56 14 19.8 1.20 13

*：アンボンドキャップの許容値を超える供試体があったため参考値

圧縮強度（N/mm
2
） 静弾性係数（kN/mm

2
）

配合
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位置を検出し、壁表面にマーキングを行う。

その後、改修工事等で良く用いられるφ16 

mmのドリルを用い、鉄筋が検出された位置

で削孔し、鉄筋の有無と鉄筋の深さ（ドリル

が鉄筋に当たった場合）の実測を行う。なお、

今回は削孔を行う関係上、ダブル配筋の上筋

のみを検出対象とした。検出方法のイメージを図2に示す。 

３３３３．．．．試験結果試験結果試験結果試験結果    

試験後の試験体壁削孔状況の例を写真1に、超音波トモグラフィ装

置から出力された結果の例を図3に示す。出力結果は画面上に断面画

像として表示され、既報と同様に上筋と下筋、板厚の反応が見られ

た。削孔は調査により得られた鉄筋位置毎に1～2ヶ所行い、ノギス

で被り厚さを、尺金により水平方向の誤差を実測した。 

計測値と実測値の比較を表3に、計測値に対する実測被りの誤差率

と実測被り関係を図4に示す。結果より、被り厚さの誤差率は0.01

～0.54となり、被り厚さの実測値が小さくなるにつれ誤差が大きく

なった。なお、誤差と実測被り厚さの関係は、コンクリートの配合

によらず、指数関数で近似した曲線とおおむね良い対応性を示した。 

結果より、被り厚さが50～60mm以上あれば、十分な精度で検出

でるといえる。水平方向で実測値と差が見られたのは⑮, ⑲で、被

り厚さが32.1mm、28.0mmと薄いことが確認された。このことから、

被り厚さが30mm以下となるような領域では、深さ方向に加え、水

平方向の計測精度も低下する傾向があると考えられる。 

４４４４．．．．まとめまとめまとめまとめ    

本論では、超音波横波トモグラフィ装置を用い、配合が異なるRC

壁3種に対して鉄筋位置計測を行い、実測値と比較した。結果から、被り厚さが概ね50mmを超えれば十分な

計測精度が得られ、被り厚さが概ね30mmを下回ると水平位置、被り厚さともに精度が低下することが確認さ

れた。また、誤差‐被り厚さ関係に配合の影響が見られないことも確認した。 
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図 2 検出方法のイメージ 

写真 1 削孔後の状況の例 

⑤位置 

ドリル穴 
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板厚多重反射 

図 3 結果出力の例 

表 3 計測値と実測値の値 

図 4 誤差-実測被り厚さ関係 
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計測(mm) 実測(mm) 誤差率 誤差（mm）

縦 36.0 30.1 0.20 0

横 46.5 42.5 0.09 0

縦 57.0 48.5 0.17 0

横 63.0 62.1 0.01 0

⑥ OP-SF 横 51.0 41.9 0.22 0

縦 40.0 32.1 0.25 3

横 50.0 45.0 0.11 0

⑨ MBF-DP 横 51.0 48.3 0.06 0

縦 43.0 28.0 0.54 4

横 50.0 40.2 0.25 0
MBF-DP⑮

鉄筋方向
被り厚さ

ｺﾝｸﾘｰﾄ番号

OP-SF⑲

⑤ OP-SF

MBF-BP③
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